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リスク共存の必要性

01



00 日 本 の 国 土 全 体 の 内 　 住 む こ と が で き る平野 は何 割

3割



7割
3割

00 災 害 に 対 し て 危 険 な 場 所 に 住 ん で い る 人 はどれく らい？



00 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 の 新 し い 被 害 想 定

出典：南海トラフ巨大地震対策検討WG

報告書説明資料

10年間の評価

最大クラスを対象

時間差をおいて発生す

る地震

減災効果

着眼点



行政主体による対策だけでは限界

国民・事業者・地域・行政でともに災害に立ち向かい、

地域社会全体で地域の安全を獲得

地域社会全体で地域の安全を積極的に獲得

00 地 域 社 会 の 安 全 を つ く る の は 　 だ れ か ？

出典：南海トラフ巨大地震対策検討WG

報告書説明資料



ケーススタディⅠ

02
風土に根差した強靭化

宮古島の伝統的な知恵



01 快 適 さ と 安 全 は 同 義 ？

台風常襲地帯×蒸暑地域

建物、集落構成、つながり方に快適で安全な暮らしを支える知恵

 蒸暑対策と

風通し
素材の活用 地形と緑の

活用

緩衝体と空間

のグラデーシ

ョン



通気口

 蒸 暑 対 策 と 風 通 し 　 呼 吸 す る 家01

2019.10.1筆者撮影

かたあきの里

寝室以外は天井板が

なく部屋同士がつな

がっているつくりで

風通しが良い

赤瓦（遮熱効果）は

漆喰で固着、屋根に

空気の逃げ道

2019.10.2筆者撮影

宮古島エコハウス

構造体周りをコンクリートの格子

で囲うことで、暴風による飛来物

があっても窓ガラスの損傷を防ぐ

造りになっている．屋内も非常に

換気がよく涼しい．



素 材 の 活 用 　 呼 吸 す る 壁01

風を通し空気を冷却する

サンゴの石垣

出典：かたあきの里



出典：林,2011,関西大学紀要,「沖縄における伝統的集住空間構成に関する研究」

に基づきNotebookLMを用いて作成

地 形 と 緑 の 活 用 　 暑 さ や 風 を や わ ら げ る01

サンゴの石垣と福木

（暴風・延焼防止・木陰）

集落内の道路．暴風対策として，道

路線形を直線ではなく曲線にするこ

とで風の通り抜けを抑制している

2019.10.2筆者撮影　宮古島

宮古島には山も川もなく、建材もな

い。ありあわせのもので家を作って

きたが、風に強い家と住み心地の良

い家との間に葛藤があった。

　建材の不足を補うために、地形を

生かした家づくりがされてきた。南

に斜面、北に森となるような場所に

建てて、暑さや風を和らげる、集落

内の道をわざと直線でつくらず曲線

の網目状にすることによって、風を

通りにくくし、台風に備える。

　快適な住みやすさに対する工夫の

集大成が昔ながらの集落形成。

2019.10.2伊志嶺敏子一級建築士事務所ヒアリング調査結果より



01 緩 衝 帯 と 空 間 の グ ラ デ ー シ ョ ン
セ ミ プ ラ イ ベ ー ト ・ セ ミ パ ブ リ ッ ク

2019.10.2伊志嶺敏子一級建築士事務所ヒアリング調査結果に基づきgenspark.aiを用いて作成

緩やかなつながりを生み出す緩衝帯の存在
平時は風を通し、近隣とのコミュニケーションを生む
有事には適度な距離感のつながりが効果を発揮する



ケーススタディⅡ

03
境界をあいまいに

平成 3 0 年 西 日 本 豪 雨 災 害 の 教 訓を伝える



03 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 の 被 災

　河川堤防８ヵ所が決壊。真備町の約３割にあたる約1,200haが浸水（市街化区域のほぼ全域を含

む）し、その深さは最大で約５ｍを超える。　真備地区での死者は51人（災害関連死を除く）、全壊

をはじめとする住家被害は 約5,750棟にのぼる（全壊：約９割，大規模半壊・半壊：約１割）　　

88.2% 86.3%
36.5%

23.1%

6 5 歳 以 上 の 割 合 自 宅 で 亡 く な っ た

方 の 割 合

要 介 護

身 体 障 が い



03 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 の 被 災

浸水が想定されている範囲内に居住する高齢者のみ世帯居住者は6人にひとり。

浸水想定区域（国土交通省），人口（eStat2015.3.25）を用いて筆者作成

高齢者のみ（高齢単

身・高齢夫婦）世帯数

浸水深５ｍ以上の居住人口は

16,463人

浸水深５ｍ以上に居住する高齢者の

み世帯は，1,531世帯2,565人（全

体の16%）

※５ｍ以上区域に重なった全てのメッシュの合計値



03 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 の 被 災

現状ではまた犠牲者がでる可能性がある

青色着色：平成30年7月豪雨における浸水地域（国土地理院

倉敷市では洪水時の緊急避難場所５

校を2019年度に新たに指定

受け入れ能力は計約4,700人となり，

既存の指定避難所と合わせると地区

内の６小学校区全てで避難場所が確

保された

一方で，避難所まで1キロ以上移動が

必要な地域も残る

緊急避難場所



03 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 豪 雨 の 教 訓 を 伝 え る

要 配 慮 者 と 地 域 を つ な ぐ 拠 点 ： 避 難 機 能付き 共同住宅

介護事業等を展開する事業者が中心となり、被災した賃貸住宅を避難機能

付き共同住宅として再整備．　要配慮者の住まい、地域の交流拠点、災害

時の一時避難場所 等のハード機能に併せ、要配慮者と地域住民が日常的に

助け合えるソフト機能も導入する。モデル整備・運用・広報することで、

真備町内や全国の水害リスクが高い地域への普及展開を目指している 。

国土交通省：人生100年時代を支える住まい環境整備モデル事業（令和元年度）に採択



03 平 成 ３ ０ 年 ７ 月 豪 雨 の 教 訓 を 伝 え る

要 配 慮 者 と 地 域 を つ な ぐ 拠 点 ： 避 難 機 能付き 共同住宅

きっかけは大切なひとを失ったこと。小規模多機能ホームぶどうの家の利用者が犠牲に。

介護が必要な方のご家族は避難所への避難をためらい逃げ遅れた。

ぶどうの家職員撮影



最 悪 で も 垂 直 避 難 が で き 日 頃 か ら 安 心 して

避 難 で き る 場 所 が 身 近 に あ れ ば命は 助 か る
サ ツ キ P R O J E C T

03 危 険 な 場 所 に は 住 ん で は い け な い の か ？

住まいの再建に不安を抱える被災者と勉強会を重ねるなかで、地域への愛着、家族への想い。

「真備に帰りたい。でもまた災害が起こるのではないか」

「歳をとって一人で暮らしていけるのか」

居 住 予 定 ・ 希 望 の 地 区



03 避 難 機 能 付 き 共 同 住 宅

住まいの勉強会参加者の意見でできた

避難機能付き共同住宅プラン

この計画を知った住民から、「2階は無事だったが1階

は沈んだアパートを利用してほしい」

被災したアパートの改修プラン



03 避 難 機 能 付 き 共 同 住 宅

筆者撮影

平成30年7月水害当時、「ここまで

水が来た」ことを伝える伝承機能

避難の必要性を日頃から発信する

普及啓発機能

災害時と平常時をつなぐグラデー

ション機能

プライベートとセミプライベート

を創出する住まい方



04
おわりに



04 リ ス ク と 共 存 す る た め に 必 要 な こ と

不確実性の高い外的環境に適合していく

外的環境とは

主体となる企業が意識し言語化もしくは

意味づけすることによりはじめて「外的

環境」と位置づけられる

環境 の 定義とは？ アシュビー（1958）による

「必要多様性の法則」

システム（系）が安定を求める場合，つ

まりシステムが複雑な環境に適応するに

は，自分自身も環境以上に複雑でなけれ

ばならない.

その 状態は？



多 様 性 が 保 た れ た 状 態 と は ？

少数あるいは弱い共通変数によって

結びついている状態

04

　互いに独立している部分が他の部分に

生じる影響や変化を回避することがで

き、かつ、外的環境が大きく変化しても

影響を局所にとどめることができる

ル ー スカップ リ ングの効能

自然災害等の不確実性の高い

外的環境に対応に適した状態



各要素が互いの変化に反応する程度

応答性

04

Berendほか2015に基づき筆者作成

各要素が互いに異なる仕様

分離性

ルースカップリングな状態

応答性：高　分離性：高

多 様 性 が 保 た れ た 状 態 と は ？



1.地域に詳しい住民や企業，町内会，自主防災組織が作成する

「地区の特性に応じた計画」

2.計画提案制度が採用される「ボトムアップ型の計画」

3.活動の継続を重視した「継続的に地域防災力を向上させる計画」

04 み ん な で 取 り 組 む 地 区 防 災 計 画

東日本大震災の教訓をふまえて創設された制度．地区居住者等が主体と

なって地域の特徴を活かした災害時の“マイルール”をつくる取り組み

津山市城西地区 倉敷市真備町川辺地区



04 み ん な で 取 り 組 む こ と で 効 果 を 発 揮 す る

雨水タンク設置による効果の算定

洪水リスク認知は支払意思

に寄与しない

既設置者による口コミや補

助制度の理解

天気や気候への意識

雨水タンク（住民ができる

ハード）＋地域コミュニテ

ィにおる水害への意識出典：中村公貴．磯打千雅子，災害対策による副次的効果に関する研究-高松市における雨水タンク設置効果の分析-，日本災害情報学会大会，2022



04 残 し た い 未 来 を 将 来 世 代 か ら
7 世 代 先 の 視 点 か ら 考 え る

フューチャー・デザイン(FD：Future Design)

出典：高知工科大学フューチャーデザイン研究所「フューチャーデザインとは」　　　西條辰義　フューチャー・デザイン　7世代先を見すえた社会　勁草書房

アメリカ先住民は、５ないし６部族による連邦を組み、この連邦国家の総称を

イロコイと呼んだ。

重要な意思決定をする際に、自己を７世代後に置き換えて考えた。



04 ど う 考 え 、 何 に 備 え る か 、 あ り た い 未 来社会 の姿 は？

NotebookLMを用いて作成


